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6期生初のフォーミュラトレーニング

Track
MAISHIMA27 ℃

5期生の豊田翔太朗（15）と6期生の和田光ノ介（14）、石川大翔（13）、澤恒太
郎（12）の4名がトレーニングに参加しました。大阪万博により舞洲の広場は駐車
場として使用されていたため、約2年ぶりの舞洲でのトレーニング再開となりました。

晴れ渡る空の中トレーニングがスタートしました。まずは恒例の脱出訓練から。5
期生の豊田は慣れた様子ですぐに脱出できましたが、6期生の全員がシートベルトの
バックルを外すのに苦戦していました。しかし2回目には6期生全員が1回目よりも
素早くマシンから脱出できるようになりました。

そして、いよいよ実走行のトレーニングに入ります。まずは5期生の豊田からマシ
ンに乗り込みます。豊田は1年前に広場で初めてのフォーミュラ走行を行いましたが、
マシントラブルによりほとんど走れずに終わってしまい、今回が初めてと言っても
良いほどでした。この1年間、真剣にシミュレーターと向き合い腕を磨いた成果が
しっかりと現れ、走り始めから素晴らしい走りを見せました。2人目は和田が乗り込
みました。かなり緊張した様子でしたが、回数を重ねる度に進歩が見られました。
発進がまだまだ改善の余地があり今後の修正に期待です。3人目は石川が走行します。
石川は最もシミュレーターの経験が浅く不安はありましたが、何とか走ることがで
きました。次回は基本操作面をしっかりクリアできるようにしたいです。4人目は最
年少の小学6年生の澤がドライブします。澤も緊張した様子でコースへと入っていき
ました。もともと慎重な性格のためスピードは無かったものの、シフト操作や発進
などの基本操作は成長が見られ上達しました。

4名全員それぞれ違った課題が見つかり、次回のトレーニングで改善を目指します。

Driver
Toyoda/Sawa/Wada/Ishikawa

舞洲スポーツアイランド
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DRIVERS PERFORMANCE

Shotaro – TOYODA （15 ）

 昨年の6月から約1年ぶりにフォーミュラをドライブした豊田。前回は10分×2回でマシントラブルにより

走れなかったため、今回が初めてと言って良い状況でした。前回マシンを壊してしまったことから不安が残

る中、今回は素晴らしいパフォーマンスを見せました。シフト操作は問題なくできているので次回以降はス

ピードに意識を移してもらいます。

Konosuke – WADA （14 ）

 初めてフォーミュラをドライブした和田。最初は発進時のクラッチ操作に苦戦していましたが、午後から

少しずつ改善が見られました。シフト操作も初めてとは思えないほどスムーズにできており、本人も楽しみ

ながらドライブしていました。次回は基礎を完全にマスターしてスピードを乗せていきたいです。

Kotaro – SAWA （12 ）

 このメンバーの中で最年少の澤。年齢は一番下ですがシミュレーター歴は3年半と最も長く、遂に念願の

フォーミュラデビューとなりました。もともと慎重派な性格なので、今回はスピードよりも基本操作面に重

きを置いて取り組んでもらいました。シフトの成功率も徐々に高まり、後半は発進が大きく改善しました。

Yamato – ISHIKAWA （13 ）

 当スクール初めてのレーシングカートのキャリアを持つ石川。シミュレーター歴は最も浅く、この4カ月

間で集中的にシムトレを積んできました。発進やシフト操作などの基本面はまだ改善が必要ですが、慣れさ

えすれば速いドライバーだと思いますので、次回こそ基本をマスターしてもらいたいです。
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